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 チェルノブイル原子力発電所の事故に関連して、厚生省では汚染食品の輸入防止の立場から、「食品
中の放射能に関する検討会」における専門家の検討結果を基にこの暫定基準を定めた。基準値は食品中
のセシウム１３４とセシウム１３７の合計の放射能濃度が、３７０Ｂｑ／ｋｇと定められた。セシウム
の他にも汚染核種は種々あるが、セシウムによる被ばく線量から全被ばく線量の推定が可能であり、ま
た迅速で精度のよい測定ができるため、このように定められたものである。評価の前提として、国民の
食品摂取量１．４ｋｇ／日、その中輸入食品の割合３５％がすべて限度濃度であるとしている。これに
より１年間の線量を算出しても、一般公衆の線量限度の１／３以下である。
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